
　陽春の候、皆様方におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　昨年4月より始まった医師の働き方改革も1年が経過しました。医師の時間外勤務時間上

限が年間960時間に制限された中で、いかに医療の質と量を落とさずに診療を維持すべきかについて当院でも様々な

議論を続けてきました。その中の一つの方法として他職種へのタスクシフト、タスクシェアがあります。今まで医師のみ

が行なっていた医療行為を他職種に担ってもらうことで、医師の負担を軽減しようというという試みです。

　当院では以前より特定行為看護師の育成に力を注いできました。特定行為看護師とは医師の指示のもと、特定の

医療行為を実施することを許可された看護師です。特定行為の中には動脈血採血、動脈カテーテル挿入および抜去、

末梢留置型中心静脈カテーテル（PICC）挿入、気管カニューレの交換、人工呼吸器の設定変更、褥瘡や慢性創傷の治

療、脱水症状に対する輸液補正、インスリン投与量調整などが含まれます。医師に代わってこれらの処置を安全かつ

確実に行うためには、専門知識や特別な技術を習得する必要があります。特定行為看護師資格を取得するためには講

義、演習、客観的臨床能力試験、実習など１年間の厳しい研修過程を経ることが必要です。当院では4月現在17名の特

定行為看護師がそれぞれの分野で活躍しており、今では動脈血採血やPICC挿入のほとんどの行為が特定行為看護師

によって行われています。

　加えて医師の事務仕事負担軽減のため医師事務作業補助者を積極的に採用しています。また造影CT時の静脈確保

のできる放射線技師や輸血や抗がん剤の点滴のできる看護師の育成も行っています。その他にも当院では多くの分野

でタスクシフト・タスクシェアを行なっており、全職種が協力してチーム力を発揮し患者様の診療にあたることで安全

かつ効率的な病院運営を目指しています。

　今後も地域の皆様や連携医療機関の先生方のご期待に応えるべく、病院一丸となって安全・安心な医療を提供でき

るように努力して参りますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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　和歌山ろうさい病院の「内科」を紹介します。初回の問診で内科の病気が疑われた場合は、適切な内科系

診療科で受診いただくようにご案内しています。当院の内科系診療科には内科、呼吸器内科、消化器内科、

循環器内科、脳神経内科、肝臓内科、血液内科、腎臓内科、膠原病内科があります。私たち内科では内科系疾

患全般にわたり診療していますが、糖尿病、脂質異常症、甲状腺疾患を主とした代謝性疾患、内分泌疾患の患

者さんが多いのが特徴です。当科は日本糖尿病学会および日本内分泌学会の認定指導施設になっています。

　糖尿病の患者数は近年増加し、3大合併症と言われる網膜症、腎症、神経障害もさることながら、この糖

尿病が高血圧・高脂血症・肥満症などの生活習慣病と相まって心筋梗塞・脳梗塞・下肢閉塞性動脈硬化症等

の動脈硬化性疾患の悪化を早め、生活の質を低下させるため早期治療が望まれます。糖尿病外来は毎日行っ

ており月間約800名が訪れます。当院では検査部・放射線部・栄養管理室・看護部・薬剤部・リハビリテーシ

ョン部の協力により受診当日に検査・診断・治療開始が可能で、糖尿病診療に際しては個々の患者さんに応

じたオーダーメイドのキメ細かい医療に努めています。入院は血糖管理、合併症の早期発見、食事療法の実

践が主体で年間約150名が内科へ入院されます。その他、外科手術前後、化学療法や放射線治療中、妊娠・

出産に際しての血糖管理を担当しています。私達は微力ながらこれらの患者さんへの療養支援に役立ちたい

と願っています。

　「糖尿病センター」を平成17年10月1日より開設し、チーム医療での包括的な糖尿病を中心とした生活習

慣病対策を行っています。教育支援活動として、糖尿病教室を医師や看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検

査技師、理学療法士が企画・運営して、毎日の午後４時から開催しています。テーマは糖尿病の基礎知識から

合併症、食事や運動・薬物療法の最新情報など、さまざまです。時間は30分程度ですのでご興味のある方は

どなたでも予約必要なく自由に参加していただけますので、病院にお問い合わせください。患者さんの友の

会「たんぽぽの会」では40名前後の会員が諸活動に参加しています。

　さらに内分泌疾患（甲状腺疾患、脳下垂体・副腎疾患等）の患者さんも多く受診されており、脳神経外科、

耳鼻科、泌尿器科等と協力して診断・治療を行っています。

　内科系のご病気でお困りでしたら、是非当院の｢内科｣でご相談ください。

内 科 の 紹 介
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　当薬剤部には薬剤師15名が在籍しており、薬のスペシャリストとして患者さんの安全を第一に考え、患者

さんのニーズに対応したきめ細やかな医療サービスを目標とし、様々な業務に取り組んでいます。

　外来患者さんには地域の調剤薬局でお薬を受け取っていただくことになっています。そのため、薬剤部で

は主に入院患者さんの内服・外用薬や、入院・外来で使用する注射薬を調剤しています。お薬の量や、使い

方、飲み合わせが適切であるかを確認し、必要に応じて医師に問い合わせを行っています。また、外来で医師

から薬剤師外来を勧められた患者さんには、外来担当薬剤師がお薬に関する説明を行っています。薬剤師外

来では、かかりつけ薬局や他の医療機関と連携し、より安全で効果的な薬物療法に努めています。

　入院患者さんについては病棟専任薬剤師がベッドサイドまで伺い、患者さんや家族の方に、お薬の作用、

副作用、飲み方などを説明し、お薬に対する理解を深めていただけるよう努めています。また、お薬による副

作用などを早期に発見するため、副作用歴・相互作用・重複投与のチェックなどを行い、より安全で効果的な

薬物治療に貢献しています。

　チーム医療への参加としては専門的な知識を持った薬剤師が、緩和ケア、感染対策、栄養サポート、褥瘡対

策、摂食嚥下、呼吸サポート、認知症サポートなどの領域で多種職とチームを結成し、個々の患者さんにあっ

た治療を提供しています。

　抗がん薬の治療を受けられる患者さんについては投与量、治療スケジュールを確認したうえで、安全キャビ

ネットを設置した専用ルームにて点滴注射薬を調製しています。入院病棟だけでなく外来の薬物療法センタ

ーにも薬剤師が常駐し、抗がん薬についての説明や、支持療法に積極的に関与して、患者さんをサポートして

います。

　他施設との連携については、退院後の薬学的ケアを地域で継続するための情報連携ツールとして「薬剤管

理サマリー」を作成し、連携施設への情報提供に努めています。「薬剤管理サマリー」を受けとられた施設の

方で、内容に関する疑問点は薬剤部までお問い合わせください。

　今後も薬剤部業務にご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

薬剤部の紹介
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令和７年４月新任医師紹介

田
た む ら

村　志
し の ぶ

宣 先生

内科専門診療に加えて、総合
診療・総合内科の視点で患者
さんやご家族さんと向き合う
全人的な診療スタイルを心が
けております。

内科第三部長

井
い ぐ ち

口　孝
た か し

司 先生

新米部長ではありますが、地域
の皆様に愛される医師となれる
ように頑張ります。

泌尿器科部長

吉
よしむら

村　康
こうへい

平 先生

周産期・婦人科の医療を支え
られるよう頑張ります。

産婦人科第三部長

伊
い と う

藤　恭
きょうへい

平 先生

小児科医師として、皆様の役に
立てるように頑張ります。

小児科医師

湊
みなとぐち

口　仁
ひ と し

史 先生

４月に消化器内科に赴任しまし
た。地域の皆様の健康に貢献
できるように努力しますので、
よろしくお願いいたします。

消化器内科医師

野
の だ

田　莉
り か

佳 先生

地域医療に貢献できるよう精
一杯頑張りますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

皮膚科医師

坂
さかもと

本　翔
しょういち

一 先生

特に皮膚外科分野の研鑽を積
んでまいりました。患者様の状
態、生活環境を考慮して最善の
医療を提供します。

皮膚科副部長

三
み や け

宅　雄
ゆういち

一 先生

このたび、救急科および放射線
科を兼任という形で赴任させて
いただくことになりました。当
地域の医療に貢献できるよう
努めたいと思いますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

救急・放射線科医師

4



令和７年４月新任医師紹介

令和７年４月新任臨床研修医紹介

中
な か の

野　雄
ゆ う と

斗 先生

専攻は糖尿病・内分泌ですが、自
分の耐糖能も日々悪化中…。皆
さんと食事・運動療法を頑張り
ます！

内科医師

山
やまもと

本　裕
ゆうすけ

介 先生

至らない点もあるかと思いま
すが、皆様のお役に立てるよ
う頑張ります。よろしくお願い
いたします。

外科医師

西
にしおか

岡　小
こ ま ち

町 先生

４月から研修させていただく西
岡小町と申します。精一杯頑張
りますのでよろしくお願いいた
します。

臨床研修医

宮
みやもと

本　達
た つ や

矢 先生

4月から研修させていただきま
す宮本と申します。患者様の力
になれるよう精一杯頑張りま
す。よろしくお願いいたします。

臨床研修医

中
なかむら

村　直
な お き

暉 先生

4月から研修させていただきま
す中村直暉と申します。患者
様に寄り添い、力になれるよ
う精一杯頑張りますので、何卒
よろしくお願いいたします。

臨床研修医

串
くしがみ

上　遥
は る か

香 先生

令和７年４月より着任致しまし
た。日々成長できるよう努力し
てまいりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

消化器内科医師

5



令和７年４月新任臨床研修医紹介

石
いしたに

谷　友
ゆう

 先生

４月から研修させていただく
石谷友と申します。患者さんに
寄り添い、信頼していただける
よう精一杯頑張ります。よろし
くお願いいたします。

臨床研修医

松
まつおか

岡　大
だいすけ

輔 先生

少しでも早く仕事を覚え、患
者様のお力になれるように努
力して参りますので、宜しくお
願い致します。

臨床研修医

奈
な す

須　翔
しょうた

大 先生

和医大を卒業しました。良い
医師となれるよう研修医とし
て多くのことを学ばせて頂き
たいです。よろしくお願いいた
します。

臨床研修医

山
やまもと

本　梨
り こ

湖 先生

４月から研修させていただきま
す山本梨湖と申します。患者
様、地域の皆様に寄り添えるよ
うな医師になれるよう一生懸命
頑張ります。よろしくお願いい
たします。

臨床研修医

川
か わ の

野　果
か ほ

歩 先生

和歌山県立医科大出身の川野
果歩と申します。少しでも患者
様のお役に立てるよう精一杯
頑張ります。

臨床研修医

森
もりかね

兼　誠
まさひろ

浩 先生

微力ながら和歌山の医療に貢
献できればと思っております。
よろしくお願いいたします。

臨床研修医
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和歌山ろうさい病院との「病診連携システム」に参加されている「かかりつけ医」の
先生方をシリーズでご紹介しています。

診療科目　内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、皮膚科
住　　所　〒640-8441 和歌山県和歌山市栄谷199-1
電　　話　073-455-4500

武 田 医 院

No.69

　武田医院は元々、お父様の武田禎祐先生が昭和43年に開院されたクリニックですが、平成

8年に博之先生が院長へ就任されたことをきっかけに現地へ新築移転しています。院長へ就任

される前、先生が愛知県内で勤務されていた際は血液内科の疾患を主に診ていらっしゃいま

したが、現在では一般内科を中心に、対応可能な皮膚科等の疾患も診察されています。

　患者様の年齢層は中高年の方が多く、お父様の代から通院している患者様もいらっしゃい

ます。生活習慣病や認知症、慢性腎臓病等の疾患が多いそうです。

　先生は患者様が寛げるような雰囲気づくりを大切にされており、待合室も患者様同士が会

話しやすいよう工夫がされています。診察においても、患者様のお話をしっかり聞き、診察結果

を分かりやすくお伝えすることで患者様に安心していただけることを心掛けているそうです。

　和歌山ろうさい病院が今後も地域医療を提供し続ける上で、欠かすことのできない重要な

連携協力医療機関（パートナー）です。

「かかりつけ医」のご紹介

※休診日：火曜・木曜・土曜午後、日曜祝日、年末年始

院長  武
た け だ

田　博
ひろゆき

之 先生

7



和歌山ろうさい病院（外来診療科担当医一覧表） 令和 7 年 4 月 1 日現在

お問い合せは TEL.073-451-3181（代）
FAX.073-451-3788（医事課直通）和歌山ろうさい病院 医事課

診診 療療 科科 ブブロロッックク 診診察察室室 月月 火火 水水 木木 金金 手手術術日日

①①番番 中中　　啓啓吾吾 若若﨑﨑　　久久生生 中中尾尾　　隆隆太太郎郎 若若﨑﨑　　久久生生 中中　　啓啓吾吾
②②番番 田田村村　　志志宣宣 中中尾尾　　隆隆太太郎郎 味味村村　　彩彩美美 中中野野　　雄雄斗斗 丸丸山山　　杏杏奈奈

大大伴伴　　裕裕美美子子（（午午前前）） 南南條條　　輝輝志志男男 北北　　浩浩光光
（（腎腎臓臓内内科科）） 【【第第２２週週休休診診】】 （（腎腎臓臓内内科科））

リリウウママチチ・・膠膠原原病病内内科科診診

－ －－ －－ －－ （（午午後後））
第第11・・33週週　　西西川川　　太太朗朗

リリウウママチチ・・膠膠原原病病内内科科診診
第第11・・33・・55週週　　岩岩田田　　慈慈

第第22・・44　　西西川川　　太太朗朗
（（午午前前））堀堀　　昂昂平平
（（午午後後））小小代代　　麻麻由由

⑭⑭番番 －－ （（午午後後））檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛 （（午午前前））小小代代　　麻麻由由 －－

⑤⑤番番 前前部部屋屋　　賢賢 庄庄野野　　剛剛史史 庄庄野野　　剛剛史史 －－
⑥⑥番番 辰辰田田　　仁仁美美 －－ 前前部部屋屋　　賢賢 辰辰田田　　仁仁美美

内内視視鏡鏡セセンンタターー診診
深深津津　　和和弘弘

⑫⑫番番 与与田田　　武武徳徳 山山崎崎　　博博史史 湊湊口口　　仁仁史史 垣垣本本　　哲哲宏宏 串串上上　　遥遥香香

⑧⑧番番 小小川川　　真真未未 小小向向　　賢賢一一 林林　　泰泰 林林　　泰泰 山山本本　　康康徳徳
⑨⑨番番 西西大大條條　　俊俊幹幹 －－ 山山本本　　康康徳徳 －－ 小小向向　　賢賢一一
⑨⑨番番 上上田田　　美美奈奈 当当番番医医 伊伊藤藤　　恭恭平平 小小森森　　有有紀紀 上上田田　　美美奈奈
⑩⑩番番 西西川川　　香香瑠瑠 当当番番医医 西西川川　　香香瑠瑠 伊伊藤藤　　恭恭平平 小小森森　　有有紀紀

【【第第11週週目目】】神神経経・・発発達達

前前田田　　真真範範
【【第第４４週週目目】】神神経経・・発発達達

篠篠﨑﨑　　浩浩平平
第第11･･33･･55週週　　伊伊藤藤　　恭恭平平

第第22･･44週週　　西西川川　　香香瑠瑠

⑦⑦番番 山山本本　　基基 岩岩橋橋　　誠誠 宮宮澤澤　　基基樹樹 岩岩橋橋　　誠誠 山山本本　　基基
⑧⑧番番 桐桐山山　　茂茂久久 福福田田　　直直城城 桐桐山山　　茂茂久久 福福田田　　直直城城 宮宮澤澤　　基基樹樹
⑨⑨番番 －－ 山山本本　　裕裕介介 －－ －－ －－
⑩⑩番番 －－ －－ －－ スストトーーママ外外来来（（予予約約制制）） －－

脊脊椎椎セセンンタターー診診 手手外外科科診診
麻麻殖殖生生　　和和博博 峠峠　　康康

ススポポーーツツ整整形形診診
麻麻殖殖生生　　和和博博

⑤⑤番番 当当番番医医【【紹紹介介新新患患診診】】 瀧瀧口口　　登登 平平　　一一裕裕 大大西西　　麻麻紀紀子子 平平　　一一裕裕
当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医

【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】
⑨⑨番番 野野中中　　研研人人 －－ －－ －－ －－

【【第第１１週週目目】】
寺寺田田　　友友昭昭

【【第第２２週週目目以以降降】】
岡岡田田　　秀秀雄雄

第第11・・33週週　　小小山山　　佳佳輝輝 第第11・・33週週　　山山口口　　由由佳佳
第第22・・44週週　　川川口口　　匠匠　　 第第22・・44週週　　鐵鐵尾尾　　佳佳章章

⑭⑭番番 山山口口　　由由佳佳 第第５５週週　　  　　当当番番医医 第第５５週週　　  　　当当番番医医 －－ 小小山山　　佳佳輝輝
救救急急待待機機 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医

玉玉置置　　剛剛司司 内内藤藤　　古古真真 内内藤藤　　古古真真 内内藤藤　　古古真真 内内藤藤　　古古真真
（（乳乳腺腺外外来来））

（（予予約約患患者者ののみみ））
①①番番 下下松松　　達達哉哉 下下松松　　達達哉哉 坂坂本本　　翔翔一一 下下松松　　達達哉哉

【【第第１１・・４４・・５５週週】】坂坂本本

【【第第２２・・３３週週】】野野田田

①①番番 鈴鈴木木　　淳淳史史 井井口口　　孝孝司司 鈴鈴木木　　淳淳史史
②②番番 出出口口　　龍龍良良 出出口口　　龍龍良良 井井口口　　孝孝司司
⑩⑩番番 竹竹中中　　由由夏夏 佐佐藤藤　　ああゆゆみみ 助助産産外外来来（（予予約約制制）） 竹竹中中　　由由夏夏
⑫⑫番番 吉吉村村　　康康平平 吉吉村村　　康康平平 当当番番医医 当当番番医医
⑮⑮番番 谷谷本本    　　敏敏  竹竹中中　　由由夏夏 谷谷本本  　　敏敏  佐佐藤藤　　ああゆゆみみ

午午後後予予約約 －－ －－ 母母親親教教室室（（予予約約制制）） －－
坂坂東東　　肇肇 佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗
（（午午前前）） （（午午前前））

佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗
（（午午後後））

午午後後予予約約 －－ －－ 検検査査（（予予約約制制）） －－
⑤⑤番番 森森山山　　智智美美 森森山山　　智智美美 森森山山　　智智美美 福福田田　　祐祐也也

【【第第１１・・３３週週】】
頭頭頸頸部部外外科科外外来来

横横山山　　道道明明
⑦⑦番番 －－ －－ －－ －－
午午後後 嚥嚥下下外外来来 第第22・・４４週週 嚥嚥下下外外来来
予予約約 福福田田　　祐祐也也 補補聴聴器器外外来来・・当当番番医医 福福田田　　祐祐也也
１１診診 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子
２２診診 当当番番医医 －－ 当当番番医医 －－ －－
IIVVRR 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷・・塩塩谷谷

放放射射線線治治療療 千千葉葉　　尭尭弘弘 千千葉葉　　尭尭弘弘 千千葉葉（（午午前前））予予約約患患者者ののみみ 千千葉葉　　尭尭弘弘 千千葉葉　　尭尭弘弘
画画像像診診断断 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医

第第１１・・２２・・３３・・44週週 第第１１週週
午午後後 －－ 総総合合((漢漢方方））外外来来 乳乳腺腺・・肛肛門門外外来来 －－

【【予予約約制制】】 辰辰田田　　仁仁美美 浦浦　　希希未未子子
⑦⑦番番 第第２２・・４４週週
⑫⑫番番 －－ －－ 漢漢方方外外来来 －－

神神人人　　美美報報子子
禁禁煙煙外外来来（（1144::0000～～1144::3300）） 肥肥満満外外来来（（1155::0000～～1166::0000））

庄庄野野　　剛剛史史 中中　　啓啓吾吾
（（注注11）） （（注注22））

　　11..小小児児科科のの午午後後はは、、予予約約者者をを対対象象にに専専門門外外来来をを行行っってていいまますす。。　　       セセカカンンドドオオピピニニオオンン外外来来のの詳詳細細ににつついいててはは、、地地域域医医療療連連携携室室

　　22..皮皮膚膚科科のの火火曜曜日日、、耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科・・頭頭頸頸部部外外科科のの火火曜曜日日、、泌泌尿尿器器科科のの水水曜曜日日、、眼眼科科のの木木曜曜日日はは手手術術ののたためめ休休診診でですす。。　　  　　　　     （（007733--445511--33118866））ままででおお問問合合せせくくだだささいい。。

　　33..母母親親教教室室はは、、毎毎週週木木曜曜日日  １１４４時時～～１１６６時時でですす。。（（予予約約制制））

　　44..助助産産外外来来はは、、毎毎週週火火曜曜・・木木曜曜日日  99時時～～1155時時でですす。。（（予予約約制制））

　　55..耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科・・頭頭頸頸部部外外科科のの木木曜曜日日のの午午後後のの診診察察時時間間はは、、１１３３時時～～１１５５時時ととななっってておおりりまますす。。

　　66..糖糖尿尿病病教教室室はは、、平平日日月月曜曜日日～～金金曜曜日日にに開開催催ししてておおりりまますす。。詳詳細細ににつついいててはは内内科科外外来来ににおお問問合合せせくくだだささいい。。

　　77..女女性性外外来来・・専専門門外外来来はは、、完完全全予予約約制制ととななっってておおりりまますす。。

　　　　おお申申込込みみはは、、勤勤労労者者医医療療総総合合セセンンタターー直直通通番番号号（（007733--445511--33330033））ままででおお申申込込みみくくだだささいい。。

　　88..各各診診療療科科のの専専門門外外来来ににつついいててはは、、病病院院代代表表番番号号（（007733--445511--33118811））をを通通じじてて各各専専門門外外来来ままででおお問問合合せせくくだだささいい。。 【【予予約約専専用用電電話話】】　　　　007733--445511--33118866
　　99..前前月月かからら変変更更ががああるる部部分分ににつついいててはは網網掛掛けけでで標標示示ししまますす。。

—

※※他他院院かかららのの紹紹介介状状ををおお持持ちちのの際際はは、、必必ずず診診療療予予約約ををししてて
頂頂ききまますすよよううおお願願いいいいたたししまますす。。
《診療予約をせずにご来院されますと、担当医師が対応で
きない場合があり、また対応可能な場合でも、待ち時間が
かなり発生いたしますので、前もっての診療予約をお願い
いたします》

－－ －－ －－

放放 射射 線線 科科 －－

女女 性性 専専 用用 外外 来来
【【 完完 全全 予予 約約 制制 】】 ＡＡ －－ －－

火火・・木木

⑥⑥番番 福福田田　　祐祐也也 －－ 福福田田　　祐祐也也

－－

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科 DD

月月・・木木
⑥⑥番番 －－ －－

耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科・・頭頭頸頸部部外外科科 CC 休休　　診診 火火・・水水・・金金

眼眼 科科 DD

佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗 佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗

－－

火火
②②番番 野野田田　　莉莉佳佳 坂坂本本　　翔翔一一 野野田田　　莉莉佳佳

泌泌 尿尿 器器 科科 CC 休休　　診診 水水・・金金

皮皮 膚膚 科科 DD 休休　　診診

林林　　宣宣秀秀

火火・・木木

呼呼吸吸器器・・乳乳腺腺外外科科 ＡＡ ③③番番 月月

脳脳 神神 経経 外外 科科 AA

⑫⑫番番 林林　　宣宣秀秀 岡岡田田　　秀秀雄雄 当当番番医医

⑬⑬番番 鐵鐵尾尾　　佳佳章章 －－ 川川口口　　匠匠

（（乳乳腺腺外外来来）） （（乳乳腺腺外外来来））

月月・・火火・・水水・・木木・・金金

整整 形形 外外 科科 BB

③③番番 中中谷谷　　如如希希 中中谷谷　　如如希希 岩岩田田　　勝勝栄栄

月月・・火火・・水水・・木木・・金金

④④番番 峠峠　　康康 岩岩田田　　勝勝栄栄 瀧瀧口口　　登登 野野中中　　研研人人

⑥⑥番番

外外 科科 BB

－－

循循 環環 器器 内内 科科 AA 火火・・木木

小小 児児 科科 CC －－特特診診⑨⑨ 小小森森　　有有紀紀 上上田田【【予予防防接接種種】】 伊伊藤藤　　恭恭平平 上上田田　　美美奈奈

特特診診⑩⑩ －－ 西西川川　　香香瑠瑠 小小森森　　有有紀紀
心心臓臓外外来来

土土橋橋　　智智弥弥

玉玉井井　　秀秀幸幸 玉玉井井　　秀秀幸幸

－－

消消 化化 器器 内内 科科 BB
⑪⑪番番 当当番番医医 江江守守　　智智哉哉 深深津津　　和和弘弘 江江守守　　智智哉哉

－－

休休　　診診

－－

血血 液液 内内 科科 AA ⑩⑩番番 阪阪口口      臨臨  休休　　診診 阪阪口口　　臨臨 休休　　診診 休休　　診診 －－

⑪⑪番番 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛

内内 科科 AA －－

⑦⑦番番 －－ －－

⑪⑪番番 － － － －

⑩⑩番番

脳脳 神神 経経 内内 科科 AA 休休　　診診

呼呼 吸吸 器器 内内 科科 AA

肝肝 臓臓 内内 科科 BB ⑬⑬番番 玉玉井井　　秀秀幸幸 岡岡村村　　順順平平 玉玉井井　　秀秀幸幸

産産 婦婦 人人 科科 DD

（（乳乳腺腺外外来来）） （（乳乳腺腺外外来来））

休休　　診診

休休　　診診

健健診診セセンンタターー【【予予約約制制】】専専 門門 外外 来来

－－ 休休　　診診

⑤⑤番番

和歌山ろう さい病院 （外来診療科担当医一覧表 ） 令令 和和 ７７ 年年 ４４ 月月 １１ 日日 現現 在在


